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協
会
活
動
状
況

(
特
別
の
記
載

の
な
い
も
の
は

す
べ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
昭
和

五
十

一
年

三
月
十
日

(
土
)

常
任

理
事
会

出

席
者

石
川

(俊
)
、

辻
井

、

高
畑
、

野

田
、
小
川
。

議

題

一
、

「
自

然
保
護
講
座
」
開
催

の
件

第

一
学
期

は
、

六
月
～
七
月

の
毎

土
曜

日

に
四
回
連
続
し
て
開
催
す

る
。
会

場
は
道
新

小
会
議
室

を
こ
れ
に
充

て
、
先
着

三
十
名

と

す
る
。

二
、
会
報

、
会
誌

の
編
集
方
針
に

つ
い
て

三
月
発
行

予
定

の
会
報

(
二
十

一
号
)

は

伊
藤

前
会
長
追
悼
号

に
、
二
十
二
号

は
全
道

自

然
保
護

シ
ソ
ポ
特
集
と
す
る
。
会

誌
十
五

号
は
、
全
国
自
然
保
護
連
合
の
大
会

を
目
途

に

「
湿
原
」
特
集
と
し
て
発

行
す
る
。

三
、
総
会

の
打
合
わ

せ

五
月

八
日

(
土
)
午
後

二
時

か
ら

の
予
定

で
会
場
、
講
演
者

の
折
衝
を
行
う
。

四
、

そ
の
他

「
北
海
道

の
自
然
」

シ
リ

1
ズ
の
内
容

に

つ

い
て
の
話
合

い
と
、
全
国
自
然
保
護
連
合
大

会

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
報
告
が

な
さ

れ

た
。

●
四
月
六
日

(
火
)

編
集
委
員
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、

辻
井
、

小

川
、

山

口
、
狩
野
、
野
田
。

主
と
し

て

「
北
海
道

の
自

然

シ
リ
ー
ズ
」

の
編

集
方
針

に
つ
い
て
話
合
う
。

●
四
月
六
日

(
火
)

エ
ル
ム
会
館

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、

辻
井
、

野
田
、

小

川
、
高
畑
。

議

題

一
、

「
自
然

に
親
し
む
会
」

の
日
程

に

っ
い
て

二
、
そ

の
他

●
四
月
十
四
日

(
水
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
(俊

)
、

八
木
、

小
川
、

野

田
、
辻
井
、
高
畑
、
石
川
(治
)
。

議

題

一
、
手
稲
山

ス
キ
ー
場
問
題

ス
キ
ー
場

の
あ

り
方
と
あ

わ
せ
て
問
題

に

し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
等

が
話
合
わ
れ
た
。

二
、
真
駒
内
短
絡
道

路
問
題

先

に
提
出
し
た
要
望
書

に
対

し
て
市
長

か

ら

の
回
答
が
あ

っ
た
が
、
事
実

誤

認

が

あ

り
、
早
急

に
意
見
書
を
と
り
ま
と
め
る
こ
と

が
決
め
ら
れ
た
。

三
、
協
会
独
自

の
調
査

に
つ
い
て

と
り
あ

え
ず

札
幌
周
辺
の
鳥
、
植
物
、
昆

虫
相
な
ど

に
つ
い
て
、

メ
ッ
シ
ュ
法

な
ど
を

用

い
た
調
査

を
継

続
し
て
い
く
方
向

で
確
認

が
え
ら
れ
た
。

●
四
月
二
十
四
日

(
土
)

第
六
十
五
回
理
事
会

出

席
者

石
川
(俊
)
、
八
木
、
辻
井
、
石
川

(
治
)
、
野
田
、
鮫
島

、
坂
本

、
午
来
、
大
山
、

桑
原
、
中

野
、
山
口
、
斎
藤

(雄
)
、
高
畑
、
門

脇

、

(
四
十

万
谷

1ー
オ
ブ
ザ

ー
バ

ー
参
加
)
。

議

題

一
、
自
然
に
親

し
む
会

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

開
催

の
た
び
に
案
内
状

を
送

る
こ
と
は
事

務
的
に
も
大
変

な
の
で
、
秋
頃
ま

で
の
分
を

一
括
し
て
決
め
る
こ
と
に
す

る
。

二
、
全
国
自
然
保
護
大
会

に
向
け

て

資
金
面
で
全
面
的

に
協
力
す

る
と
と
も

に

行
政
各
種
団
体
な
ど
に
も
積
極
的

に
働
き
か

け

る
べ
き
と
の
意
見
が
多
く
出
さ
れ
た
。

三
、
委
託
調
査

に

つ
い
て

本
年
度

は
日
高
山
系

の
調
査
を
、

一
応
引

受
け
る
こ
と
に
決

め
る
。

四
、
真
駒
内
短
絡
道
路
問
題

五
、
北
大
苫

小
牧
演
習
林

に
か
か
る
高
速
道
路

問
題

に
つ
い
て

(門
脇

理
事

よ
り
)

道
路
公
団
と
演
習
林
側

と
の
話
合

い
が

つ

い
た
と

の
報
告
あ

っ
た
。

六
、
総
会

の
件

会
場
は
札
幌

・
日
本

生
命
ピ

ル
を
充
て
、

竹
田
津

実

氏
の
講
演

と
ご
自
身

の
撮
影

に

よ
る
三
十
五

ミ
リ
映
画

の
上
映
を
行
う

こ
と

で
諒
解
を
え
た
。

七
、
そ

の
他

な
お
、
理
事
会

に
先
立

っ
て
、
北
海
道
自

然
保
護
団
体
連
合
代
表

・
山
本

正
氏
か
ら

全
国
自
然
保
護
連
合
大
会

の
進
捗
状
況

に
つ

い
て
の
説
明

を
受
け
た
。

●
五
月
八
日

(
土
)
日
本
生
命
ビ

ル
会
議
室

昭
和
五
十

一
年
総
会

(
別
記

の
と
お
り
)

●
六
月
七
日

(
月
)

編
集
委

員
会

出
席
者

石
川

(俊
)
、

八
木

、

野
田
、

山

口
、
辻
井
。

「
北
海
道

の
自
然
」

シ
リ
ー
ズ
と
、
会
誌
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山
部
の
東
大
演
習
林
の

自

然

を

尋

ね

て

去

る
六
月
十

二
、
十
三

の
両
日
、
山
部

の
東

大
付
属
演

習
林

で
協
会
主
催

の

「
自
然

に
親

し

む
会
」
が
も
た
れ
た
。
十
六
時
、
富
良
野
駅
前

集
合

に
は
、
遠
く
は
帯
広
か
ら
の
参
加
者
を

は

じ

め
岩
見
沢
、
札
幌

か
ら
老
若
男
女

が
馳
け

つ

け
、
総
勢

二
十
二
人
。
パ

ス
の
待

ち
時
間

に
は

手
分
け
し

て
三
食
分
の
食
糧

の
買

い
出

し
を
し

た
り

で
、
小
学
校

の
炊
事
遠
足
を
思
わ

せ
る
。

十

六
時
発

、
麓
郷
行
き

の
パ

ス
は
わ
れ
わ
れ

の
同
志

で

一
杯
。
街
並
を
は
ず

れ
、
緑

に
囲

ま

れ

た
道
を
山
を
越
え
終
点

に

つ
く
。
宿
舎

の
演

習
林
宿
舎
は
、
自

然
そ

の
も
の
の
真

ん
中

に
調

和
し
た
素
朴
な
建
物

で
、
忘

れ
て
い
た
土
の
か

お
り
、
木

の
か
お
り
を
お
も

い
だ
さ

せ
る
。

早
速
女
性

軍
は
夕
食

の
下
準
備
、
大
き
な
大

き

な
ガ

ス
釜

で
の
ご
飯
炊

き
。
豚
汁
、

っ
け
も

の
、

豆
腐

の
冷

や

っ
こ
で

楽
し

い
夕
食
。
食
後

の
あ
と
片
づ
け
は
男
性
軍
で
や
り
ま
す
、
と
の

心
優
し

い
申
し
出

に
感
謝

し
て
お
任

せ
す

る
。

が
食
器
を
洗

っ
て
お
ら
れ

る
姿
を

み
て
、

お

宅
で
は
決
し
て
し
な
い
で
あ

ろ
う

に
と
申

し
わ

け

な
く
思
え
チ
ク
リ
と
胸
も
痛

み
ま
し
た
が
、

楽

し
そ
う

に
片
づ
け
を
し

て
い
る
様
子
を

み
る

と
、

ほ
ほ
え

ま
し
く
も
あ
り
、
家

に
帰
ら
れ
て

家

登

美

智

子

も

た
ま
に
は
、
台
所

に
立

っ
て
く
だ
さ

る
と
奥

様
が
大
感
激
さ
れ
る
こ
と
請
け
合

い
で
す
。
そ

の
間

に
わ
れ
わ
れ
は
、
翌
日
の
お
に
ぎ
り
作
り

を
し
た

の
で
す
。

小
川
さ
ん
を
囲
ん
で
の
翌
日

の
打

ち
合

せ
、

そ
し
て
皆

さ
ん
が

日
ご
ろ
苦
心
さ
れ
て
撮
ら

れ

た

ス
ラ
イ
ド
写
真
を
観
賞

し
、
翌
朝

五
時

に
出

発

と
の
こ
と

で
、
早

々
に
し
て
床

に
は
い
り
ま

し
た
。

朝

モ
ヤ
が
た
ち
こ
め
る
中
を
外

で
は
、
も
う

何
人
か

の
方

々
が
探
鳥

を
し
て
い
る
。
急

い
で

時
計
を
み

る
と
、
ま
だ
四
時
前

で
あ

る
。
な

ん

と

い
う

こ
と
。
五
時
定
刻

に
全
員
、
演

習
林

の

ご
好
意

に
よ
り
配
車

し
て
い
た
だ

い
た
バ

ス
に

乗
る
。
大
麓

山
の
山
頂
近
く
で
下
車

、
野
鳥

や

植
物

を
観
察

し
な
が
ら
、
林
道

を
下

る
の
で
あ

る
。演

習
林
森
林
動
物
研
究
室

の
有
沢

浩
さ

ん

の
説
明
と
道
案
内
で
、
そ
れ
ぞ
れ
双
眼
鏡
を
手

に
鳥

の
鳴

き
声

に
全
身
を
耳

に
し

て
歩
を
進
め

る
。
鳥

の
鳴

き
声

と
い
う
と
、

ス
ズ

メ
、
カ

ラ

ス
、

ヒ
バ

リ
、
カ

ッ
コ
ウ
、
ウ
グ
イ

ス
程
度

し

か
わ
か
ら
ず
興
味
も

な
か

っ
た
私

に
は
、

「
あ

っ
、
ア
オ
ジ
だ
、

ク

ロ
ジ
だ
、

い
や

ミ
ソ
サ
ザ

イ
が
:
…
・」

な
ど
と

一
せ
い
に
立
ち
止
ま
り
耳

を
傾
け
る
様

子
に
は
、
驚
き
と
と
ま
ど

い
を
感

じ
ま
し
た
。

山
頂
か
ら
約

四
時
間
、
皆
さ

ん
が
真
剣

に
鳥

や
草
花
の
名

を
示
し
合

い
、

ま
た
そ
れ
を
見
る

と
き
の
優

し
い
お
顔

を
み
て
い
る
う
ち

に
、
あ

あ

、
こ
れ
こ
そ
真

の
人
間
ら

し
い
生
き
方
な

の

で
は
と
考
え

さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

ア

ス
フ
ァ
ル
ト
と
ピ

ル
の
谷
間
で
、
時
間

に

追

わ
れ

な
が
ら
生
活
を

し
て
い
る
私
達

の
ま
わ

り
に
、
山
部

の
何
分

の

一
の
自
然
が
あ

る
の
で

し

ょ
う
。
が
、

こ
の
山
部

で
も
年

々
野
鳥

や
動

物

の
生
息
数
が
減

っ
て
き
て

い
る
と
い
う
、
有

沢
さ

ん
の
お
話
し

に
救

い
よ
う
の
な
い
さ
び

し

さ
を
感
じ
た

の
は
、
私
だ
け
で
は
な
い
と
思

い

ま
す
。

麓

で
は
、
ク

マ
ゲ

ラ
が
枯
木

に
と
ま

っ
て
わ

れ
わ
れ
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
、
足
元

に
は

ヒ
ト
リ

シ
ズ

カ
、

ゴ
ゼ
ソ
タ
チ
パ

ナ
の
可
憐
な

花
が

ほ
ほ
え

み
か
け

て
く
れ

ま
し
た
。

初

め
て
の
参
加

で
し
た

の
で
驚
き
と
反
省

の

二
日
間

で
し
た
が
、
帰
り

の
汽
車

の
中

で

「
大

変

で
し
た
ね
、
遠

い
と

こ
ろ
を
」

と
労
を
ね
ぎ

ら
う
私

に

「
い
や
、
お
か
げ

さ
ん
で
天
気
も

よ

か

っ
た
し
、
前
回
よ
り
多
く
鳥
も
出

て
き
て
く

れ
て
、
楽

し
か

っ
た
で
す

よ
。
ま
た
頼

み
ま
す

ね
」
と
い

っ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

次

に
訪

れ
る
と
き

に
も
、
今

日
逢

っ
た
鳥

や

草
花
が

一
つ
も
欠
け

る
こ
と
な
く
再
会

で
き
る

こ
と
を
楽

し
み
に
、

ま
た

そ
の
よ
う

に
努
力

し

た

い
と
思

い
ま
し
た
。
不
慣

れ
な
私
に
親
身

な

ご
協
力
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
皆
様

に
感
謝

し
、

報
告
と

い
た
し
ま
す
。

(
協
会
事
務
職
員
)

り

十
五
号

(
湿
原

・
特
集

)

の
編
集

経
過

に

つ

㌔

い
て
協
議
。

●
六
月

二
十

二
日

(
火
)

編
集
委
員
会

出
席
者

野
田
、
辻
井
、
山

口
、
桑
原
、
狩

野「
北
海
道

の
自
然
」

シ
リ

ー
ズ

の
打
合

わ
せ
。

●
七
月
三
十

幽
日

(
土
)

常
任
理
事
会

出
席
者

石
川
(
俊
)
、
八
木

、
野

田
、
石
川

(
治
)
、
辻
井

(
佐
藤

1ー
オ
ブ

ザ

ー
バ

ー
参
加
)

一
、
全
国
自
然
保
護
連
合
大
会

に
向
け

て
の
報

告
北

海
道
自
然
保
護
団
体
連
合
事
務
局
長

・

佐
藤
佑

一
氏
か
ら
報
告
を
聞
く
。

二
、
大
会

に
対
す

る
協
会

の
対
応

に
つ
い
て

釧

路
巡
検

に
は
理
事
会
か
ら
会

長
、
石
川

(合・」ノー)
、
辻
井

の
三
名
が
参
加
す
る
。
会
誌
十

五
号

を
釧
路
自
然
保
護
協

会

に
届

け
る
。

三
、

「
自
然
保
護
」
講

座

に
つ
い
て

会
場

に
つ
い
て
再
考

し
て
は
ど
う

か
と

い

う
意
見
と
、
講
座

の
要
約
を
会
誌

に
再
録
し

て
は
と
い
う
要
望

が
出

さ
れ

た
。

四
、
そ

の
他

●
自
然
保
護
講
座

(
第

二
期
)
開
講

第

二
期

の
講
座
と
し
て
、
環
境

ア

セ
ス

メ
ソ
ト
の
手
法
、
問
題
点

を
中

心
と
し

て

プ

ラ
ン
を
組
み
ま
し
た
。
十

一
月
十
三
日

か
ら
十

二
月
四
日
ま
で
の
、
毎

土
曜
日
午

後

二
時
か
ら
日
生
ビ

ル

(
北
三
西
四
)
九

階

に
会
場
を
設
け
ま
す

。
詳
細

に
つ
い
て

は
近
日
、
新
聞

な
ど

で
発
表

の
予
定
。
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自
然
保
護
大
会
釧
路
湿
原
巡
検
開
催

自
然
保
護
大
会
を
機

に
道

内
各

地
で
巡
検
が

行

わ
れ
た
が
、
本
協
会

の
支
援
し
た
釧
路
湿
原

巡
検
は
地
元
釧
路
自
然
保
護
協
会
、
釧
路
市

立

郷

土
博
物
館
、
釧
路
市
教
委
、
釧
路
市

の
周
到

な
準
備

と
配
慮

に
よ

っ
て
五
日

の
巡
検
、
同
夜

の
講

演
会
、

レ
セ
プ

シ
ョ
ソ
を
滞
り
な
く
終
了

し
た
。

巡
検
は
朝
九
時
博
物
館
前
を
バ

ス
で
出
発
、

小
川
博
物
館
長

の
案
内

に
よ

っ
て
湿
原
を
大
楽

毛
、
鶴
公
園
、
北
斗
、
鶴
居
、

コ
ッ
タ

ロ
、

ト

ウ

ロ
湖

の
順

に
周
回
し
、
途
中
、
北
斗

で
は
沢

四
郎
館
長
補
佐

に
よ
る
遺
跡

の
説
明
、
北
斗
高

台

で
は
岡
崎
教
育
大
教
授

に
よ
る

湿

原

の

地

質

、
地
形
学
的
説
明
を
、
ま
た
オ

ソ
ネ
ナ
イ

で

は
田
中
教
育
大
教
授

の
植
物
学
的

説
明
を
受
け

た
。
オ

ン
ネ

ナ
イ

で
昼
食
、
今

年
は
水
不
足
で

高
層

湿
原
も
水
位
が
下
が

っ
て
お
り
、

ノ
ー

マ

ル
な
状
態
と
は

い
え
な

か

っ
た
が
、
観
察

に
は

か
え

っ
て
幸

い
し
た
。

午
後

は
幌
呂
川
、
雪
裡

川
、
久
著
呂
川

の
改

修
状
況
を
視
察
、
博
物
館

の
橋
本
学
芸
員

の
説

明
が
あ

り
、
そ

の
あ

と

コ
ッ
タ

ロ
経
由

で
塘
路

湖

の
標
茶
郷
土
館

に
向

っ
た
が
途
中

、

コ
ッ
タ

ロ
湿
原

で
野
生

の
タ

ソ
チ
ョ
ウ
三
羽
を
見

る
こ

と
が

で
き

た
。

標
茶
郷
土
館
を
見
学
、
小
憩
後

釧

路

へ
向

い
、
車
中
、
永
田
洋
平
氏

の
タ

ソ
チ
ョ
ウ
の
お

話

を
拝
聴
、
午
後
四
時

に
釧
路
帰
着

、

=
二
〇

キ

ロ
の
巡
検
を
終

っ
た
。

夕
刻
五
時

か
ら
市
内

の
ホ
テ
ル
市
川
で
、元

・

北
海
道
農
試
土
壌
研
究
室
長
と
し
て
北

海
道

泥

炭
地
調
査

の
草
分
け
の

一
人

・
瀬

尾

春

雄

氏

と
、
長
野
県
自
然
保
護
連
盟
副
会
長
と
し
て
美

ケ
原

の
保
護

に
う
ち

こ
ん
で
お
ら
れ

る
青
木

正

博
氏

の
講
演
、
そ

の
あ

と
、

レ
セ
プ

シ
ョ
ン
に

は
い

っ
た
。
釧
路
市
長
、
標
茶

町
長

の
挨
拶
、

本
州
各
地

か
ら

の
来
会
者

の
テ
ー
ブ

ル

・
ス
ピ

ー
チ
を
は
さ
み
、
談
笑
盛
会

の
裡

に
八
時
半
散

会

。本

協
会

か
ら
は
石
川
会
長
、
石
川

治

、
山

下

巌
、
韮
沢
千
代
、
辻
井
達

一
な
ど
の
会
員

が
参
加
し
た
。

昭 和50年 度 収 支 決 算 書

(自昭和50年4月1日 至昭和51年3月31日)

部の出支部の

な
お
、
巡
検
の
前
夜

(四
日
)
、
折
り
か
ら

来
訪
途
次
の
全
国
自
然
保
護
連
合
の
中
村
芳
男

理
事
長
、
金
田
平
事
務
局
長
を
釧
路
自
然
保
護

協
会
首
脳
部
、
辻
常
任
理
事
と
漸
次
会
談
の
機

会
が
あ
っ
た
。
釧
路
湿
原
の
保
全
に
つ
い
て
は

国
際
湿
原
条
約
の
批
潅
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い

入収

が

、
国
内

の
他

の
湿
原
や
干
潟

の
利
用
の
問
題

も
あ

る
か
ら
な

か
な

か
進
行
し
な

い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
湿
原
の
国
定
公
園
化

よ
り
国
立
公
園

へ

の
編
入
の
ほ
う
が
望

ま
し
い
の
で
は
な

い
か
、

な
ど

の
助
言
、
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

昭
和
五
十

一
年
度
総
会
開
か
れ
る

昭
和
五
十
一
年
度
の
総
会
は
五
月
八
日
(土
)

午
後
二
時
か
ら
、
札
幌
駅
前
の

「
日
本
生
命
ビ

ル
」
の
会
議
室
で
開
か
れ
、
昭
和
五
十
年
度
の

収
支
決
算
報
告
な
ら
び
に
新
年
度
収
支
予
算
案

が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ

た
。
事
業
計
画
と
し
て
は
、
初
の
試
み
で
あ
る

自
然
保
護
講
座

の
開
講
、
自
然

に
親

し
む
会

の

定
期
的
開
催
、

さ
ら

に
独
自
調
査

の
実
施
な
ど

を
提
案
し
て
承
認
さ
れ

た
。

総
会

の
あ

と
、
キ
タ
キ

ツ
ネ
の
研
究
者
と
し

て
知
ら
れ

る
会
員

の
竹
田
津

実

氏
が
、

「
オ

ホ

ー
ツ
ク
の
自
然
と

キ
タ
キ
ツ
ネ
」
と
題
す
る

一再i

260,5211費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

金

行

料

議

発

信

通

会

件

務

資

査

越

計

書

誌

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

調

雑

繰

費

i行費

1費

[費

1費

・ 費i

l劃

i料費■

三費

i劃

1剣

㌧

159,690

950.489

166,035

4,000

25,000

451,600

122,414

138,250

1,300,000

64,790

1,057,891

14・700・680

現 金50,720円

計1,057,891円

円

1,440,000

882,900

115,020

1,300,000

22,290

940,470

4,700,680

法人 会費

個 人 会費

雑 収 入

調 査 費

預 金利 子

繰 越 金

計

繰越 金内訳 道銀313,463円 現 金50,720F

拓銀593,303円 計1,057,8911

振替100,405円

昭 和51年 度 収 支 予 算 書

(自昭和51年4月1日 至昭和52年3月31日)

収 入 の 部 支 出 の 部
円

330,000

280,000

1,430,000

280,000

10,000

25,000

550,000

80,000

100,000

400,000

280,000

200,000

20,000

202,891

4,187,891

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

費

料

会

行

議

発

信

通

会

件

務

資

大

版

査

備

計

書

国

誌

会

旅

会

通

交

諸

人

事

図

全

出

調

雑

予

の 部
円

1,500,000

1,200,000

400,000

30,000

1,057,891

4,187,891

法 人会 費

個 人 会費

雑 収 入

預 金利子

前期繰越金

計
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講
演
と
、
自
身
が
撮
影
さ
れ
た
三
十
五

ミ
リ
映

画

の
上
映
を
行

い
、
大
好
評

で
あ

っ
た
。
引

き

つ
づ
き
講
演
者
の
竹

田
津

さ
ん
を
囲

ん
で

の
懇

親
会

に
移
り
、
盛
会

の
う
ち

に
総
会
行
事

の
す

べ
て
を
終
了
し
た
。

な

お
収
支
決
算
書

お
よ
び
収
支
予
算
書

は
、

別
掲

の
と

お
り
で
あ

る
。

陳
情
書
、
要
望
書

真
駒
内
保
健
保
安
林
内
の
連
絡
道
路

に
関
す
る
札
幌
市
長
の
回
答
に
対
す

る
意
見
書

H
N
C
S
第

一
二
七
号

昭
和
五
十

一
年

五
月

二
十

日

札
幌
市
長

板

垣

武
四
殿

札
幌
市
議
会
議
長

松
宮

利
市
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会
長

石
川

俊
夫

真
駒

内
保
健
保
安
林
内

の
連
絡
道
路
建
設
問

題

に
関
す
る
昭
和

五
十

一
年

二
月

二
十
日
付
、

当
協
会

の
要
望
書

に
丁
重
な
御
回
答
を
く
だ
さ

れ
ま
し
た
こ
と
は
、
じ

つ
に
あ
り
難

く
存
じ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
す
ま
す
発
展
を

つ
づ

け
る
大
都

会
札
幌
市

に
と

っ
て
は
、
ま
す
ま
す
価
値

が
高

く
、

必
要
性

を
増
す
も

の
と
し
て
指

定
さ
れ

た

市
内

の
保
安
林
、
鳥
獣
保
護

区
な
ど
の
緑
地

を

破
損
し
た
り
、
減
少
せ
し
め
る
こ
と

は
札
幌
市

の
環
境

保
全

の
た
め
、
で
き

る
だ
け
避
け

る
べ

意
見
書
、
回
答
文
書

lllIIIlllI511111IIlIl1IillilI51llillliI;11111111111蓋!ll1

き
重
要
な
問
題

で
あ

り
ま
し

ょ
う
。

そ

の
た
め
、
本
件

に
関
し
て
慎
重

に
検
討

を

加
え
た
結
果

、
昭
和

五
十

一
年
二
月
二
十

五
日

貴

職

の
回
答
内
容

で
は
到
底
同
地
域

の
環
境
保

全
を
全
う
す

る
こ
と

は
、
困
難

で
あ

る
と

の
結

論

に
達

し
ま
し
た
。

そ
の
理
由

は
次

の
と

お
り
で
す
。

O
回
答
に
よ
り
ま
す
と
連
絡
道

路
予
定
地

は
、

小
面
積

で
自
然
価
値

の
乏
し

い
こ
と
か
ら
保

安
林

の
自
然

を
著
し
く
損
う
も
の
で
は
な
い

と
い
う

主
旨

に
な

っ
て

い
ま
す
。
し

か
し
保

安
林

で
あ

る
と
同
時

に
鳥

獣
保

護
区
に
も
指

定

さ
れ
、

こ
れ

ま
で
緑
化
事
業

が
進

め
ら
れ

て
き
た
当
該
地
域

に
つ
い
て
自
然
保
護

、
緑

化
面

か
ら
の
配
慮

に
乏
し

い
こ
と

。

口
連

絡
道
路

の
開
設

に
よ

っ
て
、
現
在

ダ

ソ
プ

公
害

に
苦

し
め
ら
れ
て

い
る
道
路
沿
線

の
騒

音
が
軽
減
さ
れ

る
か
の
よ
う
に
主
張

し
て
お

り

ま
す
が
、
現
在
で
も
十
数

カ
所
に
及
ぶ
真

駒

内
周
辺

の
砕

石
、
火
山
灰
採
集

場
が
無
規

制

の
ま
ま
放
置

さ
れ

て
い
る
限

り
、
ダ

ン
プ

公
害

の
他
地
区

へ
の
転
移

に
加
え
て
将
来

か

え

っ
て
騒
音
、
振
動
公
害

の
深

刻
化
が
予
測

さ
れ

る
こ
と
。

⇔
連
絡
道
路
が
必
然
的

に
車

の
流
れ

を
変

化
さ

せ
、
そ
の
結
果
、
保
安
林
内
お
よ
び
周

辺
地

域

の
自
然
生
態
系
、
社
会
環
境

に
広
汎

な
影

響
を

お
よ
ぼ
す

こ
と
が
想
定
さ
れ

て
い
な
が

ら
、
そ

の
方
面

の
総
合
的

施
策
が

な
ん
ら
提

示
さ
れ

な
い
ま
ま
計
画
が
進

め
ら
れ

て
い
る

こ
と
。

よ

っ
て
当
協
会

は
、

こ
の
問
題

に
対
す

る
よ

り

一
層

の
理
解
と
、
問
題
解
決

の
方
向

を
め
ざ

し
、
次

の
事
項

に
つ
い
て
早
急

な
実
現
が
計
ら

れ

る
よ
う
要
望

い
た
し
ま
す
。

e
周
辺
地
域

に
お
け
る
砕
石
、
火
山
灰
採
集

の

実
態
調
査
と
交
通
量
調
査
を
実
施

し
、
地
元

住
民

お
よ
び
関
係
団
体

に
提

示
す

る
。

口
連
絡
道
路
予
定
地
点

を
含

め
た
保
安
林
全
域

な
ら
び

に
砕
石
、
火
山
灰
採
集
場

の
現
地
調

査
を
市
、
地
元
住
民
、
自
然
保
護
団
体

の
三

者
合
同

で
実
施
す
る
。

⇔
以
上

の
結
果
を
も
と

に
、
公
開

の
場

に
お
い

て
上
記
三
者
が
話
し
合

い
を
も

つ
。

な
お
、
今

回

の
再
回
答
が
遅
れ

ま
し

た
が
、

貴
職

の
回
答

の
内
容
を
諒
解

し
た
こ
と

で
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
念

の
た
め
申

し
添
え

て
お
き

ま
す
。

(
資
料
添
付

真
駒

内
地

図

会
報

二
〇
、

二

一
号
)

写
提
出
先

北
海
道
林
務
部
長

石
狩
支
庁
林
務
課
長

北
海
道
生
活
環
境

部
長

真
駒
内
緑
ケ
丘
保
健
保
安
林
に
か
か

る
連
絡
道
に
関
す
る
意
見
書

H
N
C
S
第

一
二
九
号

昭
和
五
十

一
年
六
月
十
八
日

北
海
道
知
事

堂
垣
内

尚

弘
殿

北
海
道
自
然
保
護
協
会

会

長

石
川

俊
夫

当
協
会

で
は
、
昭
和
五
十
年
十

一
月

二
十
三

日
の
現
地
調
査
を
も
と
に
十

二
月
五
日
付
け
で

知
事
宛

に
、
連

絡
道

反
対

の
要
望
書
を
提
出
し

た
。今

回
五
月
二
十

九
日
再
び
現
地
調
査
を
お

こ

な

っ
て
、
次
の
よ
う

な
問
題
点
と
対
策
案
を
ま

と

め
た
。

問
題
点

e
保
健
保
安
林

は
住
宅
密
集
地
帯

で
あ
り
、

全
市
民

の
憩

の
場
で
あ

る
。

し
か
も
社
会
的

に

最
も
弱

い
立
場

に
あ

る
真
駒
内
養
護
学
校
障
害

児

の
機
能
訓
練

の
場
に
も
な

っ
て
お
り
、
ダ

ン

プ
公
害

の
し
わ
よ
せ
は
絶
対
避
け
な
け
れ
ば
な

ら

な
い
と

こ
ろ
で
あ

る
。

口
上
町
五
丁
目
住

民
に
と

っ
て
は
、
通
行

量

の
多

い
五
輪
大
橋

方
面

か
ら

の
ダ

ソ
プ
公
害

の

対
策
と
し
て

こ
の
連

絡
道

は
意
味
が
な

い
。

⇔
現
在

の
真
駒
内
、
滝
野
線

か
ら
五
輪
通
り

へ
出
る

ル
ー
ト
は
、

二
本
と

も
根
本
的
欠

陥
が

あ

る
わ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
使
え
ば
新
し

い
連

絡
道

の
必
要
は
な

い
。

㈲
連
絡
道

を

つ
く

っ
て
駒
岡
地
区
火
山
灰
ダ

ソ
プ
を
全
部
真
駒
内

、
滝
野
線
を
通
す
と
道
路

幅

か
ら

い

っ
て
、
こ
の
地
域

の
ダ

ン
プ
公
害

は

真
駒
内
団
地

よ
り
大
き
く

な
る
と

予

想

さ

れ

る
。
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㈲
真
駒
内
地
区

に
お
け

る
ダ

ソ
プ
公
害

の
源

は
特
定

の
業
者
を
指
摘

で
き

る
の
で
、
対
策

の

費

用
は
す
べ
て
公
害
発
生

企
業
が
負
う
べ
き
で

あ

る
。

㈹
駒

岡
地
区

や
砥
石
山
付
近

の
乱
開
発

の
状

況
や
保
健
保
安
林

の
機
能
な
ど
、
地
域

全
体
の

環
境
保

全
調
査

が
お
こ
な
わ
れ

て
い
な

い
。

対
策
案

連

絡
道
建

設
の
代
案
と
し

て
、
次

の
よ
う
な

対
策

が
考

え
ら
れ

る
の
で
、
市
当
局

の
行

政
責

任

に
お

い
て
根
本
的

に
再
検
討
す
る
よ
う
指
導

ね
が

い
た

い
。

e
こ
の
地
域

に
お
け
る
採
石
、
採
土

の
ダ

ン

プ
運

搬
総
量

を
制
限
す
る
。

⇔
大
型
車

の
通
行

に
あ

た

っ
て
は
時

間
帯

を

制

限
し
、
騒
音

振
動
を
避
け
る
た
め

の
速
度

制

限

を
お
こ
な
う
。

⇔
運

搬
が

一
つ
の
道
路

に
集

中
し
な

い
よ
う

分
散

さ
せ
る
。
そ

の
場
合

、
次

の
よ
う

な
ル

ー

ト
が
考
え

ら
れ

る
。

⑧
真
駒
内
駅
前
通
り

㈲

真
駒
内

、
滝
野
線
を
油
沢
経
由
ま
た
は
五

輪
通

り
の
下
を
通
り
、

一
担
平
岸
線

に
出
た

あ

と
五
輪
通

り
に
入
る

ル
ー
ト
。

㈲
駒
岡
採

土
現
場

か
ら
精
進

川
東

側
台

地
を

通

っ
て
、
油
沢

に
至
る

ル
ー
ト
。

㈲

C
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
勾

配
、
カ

ー
ブ
、

道
幅
、
路
面

な
ど
、
改
修

す
べ
き
と

こ
ろ
も
あ

る
が
、

い
ず
れ
も
技

術
的

に
可
能

で
あ

る
。
費

用

に

つ
い
て
は
公
害

企
業
負

担
と
す
べ
き
で
あ

る
。㈲

採
石
、
採
土
場

の
位
置

と
規
模

お
よ
び

そ

の
搬
出

ル
ー
ト
と
現
状

の
道
路
状
況
、
公
害
発

生
状
況
な
ど
を
専
門
家

に
調
査

し
て
も
ら

い
、

対
策
案
を
検
討
す
る
。

こ
れ
ら

の
対
策
を
講
じ
れ
ば
、
保
健

保
安

林

を
通

る
連
絡
道
は
不
要
で
あ

る
と

い
う

の
が
本

協
会

の
意
見

で
あ

る
。

◇
エ
ル
ザ
の
会
発
足

本
協
会
誌

に

「
世
界

の
野
生
を
守

る
」
を
連

載

さ
れ
た
藤
原
英
司
さ
ん
と
、

ム
ツ
ゴ

ロ
ウ

の

名

で
知
ら
れ
た
畑

正
憲

さ
ん
が
発
起
人
と
し

て
提
案
さ
れ
た

エ
ル
ザ
の
会

(
正
式
名
称
は

エ

ル
ザ
自
然
保
護

の
会
)
が
、
去
る
六
月

二
十
四

日
に
設
立
総
会
を
開

い
た
。

ニ
ル
ザ

は
、
藤
原

氏

の
訳
出

で
日
本

で
も
知
ら
れ

る
よ
う

に
な

っ

た
ア
ダ
ム
ソ
ソ
夫

人

の
有
名

な
ラ
イ

オ
ン
の
名

で
あ

る
。

エ
ル
ザ

の
会

は
事
業
と
し
て
動
物
だ
け

で
な

く
、
植
物
を
含
め

て
の
環
境

の
保
全
活
動
、
自

然
保
護
教
育
、
海
外

の

「
エ
ル
ザ
野
生
動
物
基

金
」
を
含
む
自
然
保
護
関
係
団
体
と

の
協
力

・

交
流

な
ど
を
掲
げ

て
い
る
。

会
費

は
成
人
会
員
年
額

一
口
二
〇
〇
〇
円
、

若
年
会
員

(
十
五
才
以
下
)

一
〇
〇
〇
円
、
法

人
会
員

五
〇
〇
〇
〇
円
。

事
務
所

は
東

京
都
中

央
区
銀
座

五
ー

一
〇
-

六

E
D
C
内
。

(
本
件

に
つ
い
て

の
若

干
の
資
料

は
協
会
事
務

局

に
来

て
い
ま
す

。)

◇
出
版
物
の
お
し
ら
せ

●

「
釧
路
の
自
然
」
第

3
版

釧
路
自
然
保
護
協
会

の
編
集

し
た
標
題

の
パ

ソ

フ
レ
ッ
ト

(
地
図
付
き
)
が
発
刊

さ
れ

た
。

五

一
ペ
ー
ジ
、
釧
路
湿
原
を
中

心
と
し
、
釧
路

地
方
の
地
形
、
地
質

、
植
物
、
動
物
、
先
史
人

と
遺
跡
、
景
勝
地
、
施
設
な
ど
が
要
領
よ
く
ま

と
め
ら
れ

て
い
る
。

こ
の

「
釧
路

の
自
然
」
は
第

一
版
が
四
十

七

年
に
、
第

二
版

が
五
十
年

に
発
行
さ
れ
、
好
評

だ

っ
た
も
の
で
、
今
回
、
自
然
保
護
大
会

に
先

き
立

っ
て
行

わ
れ

た
釧
路
湿
原
巡
検

の
開
催
を

機

に
第

三
版

と
し
て
新

た
に
ま
と
め
ら
れ
た
も

の
で
あ

る
。
頒
価

一
部
五
〇
〇
円
。
申
込
み
は

当
協
ム
瓜
事
務
局

へ
。

●
写
真
集

「
花

・
釧
路

湿
原

の
四
季
」
会

員

・

荒

沢
勝
太
郎

氏
に
よ
る
湿
原

の
花

の
美
し

い
記

録
。
申
込

み
は
釧
路

市
緑

ケ
岡
五
ー

ニ
ー

一
六

の
著

者
宛
。

七
〇
〇
〇
円

荒

沢
さ
ん
は
、
釧
路
湿
原

の
花
を
追

い
つ
づ

け
、
達
意

な
文
章

で
湿
原

の
自
然
を
謳

い
つ
づ

け
た
。

こ
の
た
び

の
出
版
は
、
そ
の

一
つ
の
集

大
成
と

い
う
べ
き
も
の
で
あ

る
。

●

「
室
蘭
の
植
物
」
会
員

・
原

松
次
氏

(
室

蘭
文
化
女

子
短

大
教

援

・
植
物

学
)
著
、
噴
火

湾
社
刊
行

。

測
量
山
を
中

心
と
し
て
、
室
蘭

の
植
物
が

カ

ラ
ー
写
真
で
美

し
く
ま
と
め
ら
れ

て
い
る
。
鉄

の
町

・
室

蘭
に
こ
ん
な
に
多
く

の
植
物
が
、
美

し

い
花
が
あ

っ
た
か
と
思
わ
せ
る
。
著
者

は
胆

振
地
方

の
植
物

に
詳

し
く
、
こ
の
ほ
か
に
も
胆

振

の
植
物
に

つ
い
て
の
著
者

、
報
告
が
あ

り
、

室
蘭
植
物
同
好
会

を
主
宰
。
本
書

の
申
込

み
は

室
蘭
市
中
央
町

ニ
ー

七
1

=
二
背
文
字
屋
書
店

内
、
噴
火
湾

社
。
振

替
小
樽

七
九
四
〇
。

一
九

〇
〇
円
。

●

フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
根
室

「
根
室
の
鳥
と
け

も
の
」

一
〇
〇
〇
円
、

「
根
室
の
草
花
」

一
〇

〇
〇
円
、
「
根
室
の
風
土
と
自
然
」

八
○
○
円

。

一
連

の

フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
根
室

シ
リ
ー
ズ

で
、
根
室
市

の

「
フ
ィ
ー
ル
ド
ガ
イ
ド
根
室
」

制
作
委
員
会

で
企
画

・
編
集

・
発
刊
さ
れ
て
い

る
。
会
員

・
三
浦

二
郎
氏

の
主
宰
す
る
根
室
自

然
保
護
教
育
研
究
会

の
メ
ソ
パ

ー
が
、
有
力

な

ス
タ

ッ
フ
と
し

て
加
わ

っ
て
い
る
。
申

込
み
は

協
会

事
務
局

へ
。

●
会
誌
合
本

の
作
成
に

つ
い
て

会

誌
も
創
刊

以
来
十
五
号
を
算
え
ま
し
た
の

で
今
般

、

一
号

か
ら
十
号

ま
で
の
合
本
を
作
成

し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

一
巻
六
千
円
く
ら

い
に

な
る
見
込
み
で
す
が
、
ご
希
望

の
方
は
事
務
局

宛
、
お
申
込

み
く
だ

さ
い
。
た
だ
し
、
創
刊
号

は
す
で
に
品
切
れ

に
な
り
ま
し
た

の
で
、

こ
の

分
は
複
写
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
創
刊
号
を
お

持
ち

の
方
は
、
お
と
ど
け
く
だ

さ
れ
ば
完
本
と

致
し
ま
す
。
全
号

(
一
号
-
十
号
)

お
手
持

の

分
を
合
本

に
な
さ
る
こ
と

を
ご
希
望

の
向
き

に

は
、
製
本
費

四
千
円

(
見
込

み
)

で
お
引
受
け

致
し
ま
す
。

合
本
は
、
十

二
月

ま
で
の
お
申
込

み
を
と
り

ま
と

め
の
う
え
、

一
月
末

に
出
来
上
が
り

の
予

定

で
す
が
、
数
が
あ

ま
り
少

な
い
と
き

は
単
価

が

ひ
ど
く
高

く
な
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
か

ら
、
そ

の
場
合

は
と
り
や
め
に
な
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。

な
お
、
創
刊
号

を
余
分

に
お
持
ち

の
方

は
協

会

で
買
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
き

ま
す

か
ら
、
な

る
べ
く
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

物
故
者

舘
脇

操
氏

本
協
会
会
員
、
北
大
名
誉
教
授

・
舘
脇

操

氏
は
七
月
十
八
日
、
心
不
全
の
た
め
札
医
大
附

属
病
院
で
逝
去
さ
れ
た
。
同
氏
は
植
物
学
の
権

5●



威
と
し

て
知
ら
れ
、
本
協
会

の
前
身
と
し
て
の

(
第

一
次
)
北
海
道
自
然
保
護
協
会

の
設
立
に

努
力
さ
れ
た
。
協
会
と

し
て
謹

ん
で
哀
悼

の
意

を
表
す

る
。

◇

「自
然
保
護
講
座
」

ア
ン
ケ
ー
ト
の
ま
と
め

先
ご
ろ
開
か
れ

た
自
然
保
護
講

座

の
最
終

日

(
七
月
十
七
日
)

に
ア
ソ
ケ
ー
ト
を
配
布

し
、

質

問
事

項
に
回
答
し
て

い
た
だ
い
た
。
回
答
者

の
年
令

は
二
十

二
歳
か
ら
七
十
三
歳
ま
で
と
幅

広
く

(
平
均
年
令

は
四
十

一
・
五
歳
)
、

年
代

別

で
は
三
十
歳
代

が
八
名

で
過
半
を
占

め
た
。

な
お
、
回
収

で
き
た
ア

ソ
ケ
ー
ト
は
十
五
名
分

で
あ

っ
た
。

一
、

「
こ
の
講
座
を
何
で
知

り
ま
し
た
か
」

三
名
が
新
聞
記
事

(
北
海
道
新
聞
)
と
回
答

し
た
ほ

か
は
、
残

り
十

二
名
が
協
会

の
会
報
と

答
え
た
。

二
、

「
何
回
受
講

し
ま
し
た
か
」

四
回
全
部
が
七
名
、
以
下
三
回
が
五
名
、
二

回
が
二
名

、

一
回
の
み
が

一
名

で
あ

っ
た
。

三
、

「
開
催

日
時

に
関
す
る
ご
意
見
」

今

回
実

施
し
た
と

お
り
、
土
曜
日

の
午
後

で

よ

い
と
す
る
も
の
が

八
名
で
、
過

半
を
占
め
た

が
、
平

日
の
開
講
を
希
望
す
る
も
の
が
三
名
あ

っ
た
。

四
、

「
会
場

に
つ
い
て

の
ご
意
見
」

部
屋

の
広
さ
、
交
通
の
利
便
な

ど
の
理
由

か

ら

八
名
が

こ
の
会
場

(道
新

小
会
議
室
)

で
問

題
な
し
と
し
た
が
、
「騒
音
が
多

い
」
「
ス
ラ
イ

ド
が
使
え
ず

不
便
」

「
少

々
狭

い
の
で
は
」
な

ど

の
意
見
も
あ

っ
た
。

五
、

「
費

用
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
ま
す

か
」

有
料

(
一
回

に
つ
き
百
円
～
五
百
円
)
に
す

べ
き

と
い
う

の
が
二
名
、
ど
ち
ら

で
も
構
わ
な

い
が

一
名

で
、
あ

と

の
十

二
名

は
無
料
を
希

望

し
た
。

六
、

「
テ
キ
ス
ト
に

つ
い
て
の
ご
感
想
」

「
よ
く
ま
と
ま

っ
て
い
た
が
、
も
う
少
し
詳

し
く
」

「
読

み
に
く

い
部
分
が
あ

っ
た
」
な
ど

の
感
想
も
あ

っ
た
が
、
全
体
的

に
は
お
お
む
ね

良
好
と
す
る
意
見
が
大
半

で
あ

っ
た
。

七
、

「
秋

に
第
二
学
期

を
予
定
し
て

い
ま
す
が

希
望
す
る

テ
ー

マ
、
講
師

な
ど
」

「
調
和

の
と
れ

た
開
発
を
す
る
と

い
う
開
発

側

の
話
も
」

「
環
境

ア

セ
ス
メ
ソ
ト
」
「
各
国

の

自
然
お
よ
び
自
然
保
護
」

「
講
義
と
野
外
で

の

実
地
研
修

を
平
行

し
て
行
な
う
」

「
地
域

の
緑

化
に

つ
い
て
」

「
自
然
保
護
思
想

の
発
展
」

な

ど
具
体
的

な
意
見
が
多
く
示
さ
れ
、
数

人
の
講

師
名

が
あ
げ

ら
れ

て
い
た
。

八
、

「
卒
直

に
い

っ
て
、
講

座
全
体

の
印
象

は

ど
う
で
し
た
か
」

「
参
加
者
を
も

っ
と
増

や
す
努
力
を
」

「
日

常
的

な
テ
ー

マ
を
取
扱

っ
て
欲

し
い
」

「
野
外

で
開
催
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
み
て
は
」

「
ス

ラ
イ
ド
を
使

っ
た
方
が
よ

い
」

「
討
論

を
も

っ

と
深

め
て
欲
し

い
」

「
時
間
が
少
な
か

っ
た
」

な
ど
多
岐

に
わ
た
る
要
望
が
出

さ
れ

た
。

§

と
り
ま
と

め
結
果

の
概
略

は
以
上

の
と

お
り

で
、

お
お
む
ね
好
評
を
博

し
た
と
判
断

で
き

る

一
方

で
、
今
後

に
残

さ
れ

た
課
題
も
多

い
と
思

わ
れ

る
。

一
番

の
問
題
は
P
R
の
仕
方

に
つ
い

て
で
あ
る
。
定
員

三
十
名

に
対

し
て
、
毎
回

二

十
数
名

の
受
講

者
し
か
な
く
、

P
R
の
不
足
を

痛
感
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な

か

っ
た
。

会

場
の
問
題
も
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。
今
回

の

会

場
は
札
幌

の
ほ
ぼ
中
心

に
あ
り
、
交
通

の
便

な
ど
の
面

で
申

し
分

な
か

っ
た
が
、
騒
音
が

か

な
り
大
き

か

っ
た
り
、

ス
ラ
イ
ド
が
使
え

な
か

っ
た
り
で
、
講
座
を
開
く

に
は
必
ず

し
も
好
適

の
会
場

と
は
い
え

な
か

っ
た
よ
う
だ

。
会
場

の

選
定

に
当

っ
て
は
、
室
内

の
配
置

も
含

め
て
、

も
う
ひ
と

つ
工
夫
が
欲
し

か

っ
た
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。

講
座

の
内
容

に

つ
い
て
は
、
や
は
り
個
別
的

か

つ
具
体
的
内
容

の
講
義
を
希
望
す
る
声
が
圧

倒
的

に
多
く
聞

か
れ
た
。
当
初
か
ら
第

一
学
期

は
各
分
野
を
総
論
的

に
と
り
あ
げ

る
こ
と
に
し

て
は
い
た
も

の
の
、
野
外
研
修
を
望
む
要
望

と

あ

わ
せ
て
、
今
後

の
運
営

に
と
り
入
れ

る
必
要

が
あ

る
だ

ろ
う

。

い
ず
れ

に
せ
よ
、

こ
の
種

の
事
業

は
本
協
会

に
と

っ
て
初
め
て

の
試
み
で
あ

る
だ
け

に
、
出

さ
れ
た
意
見
、
要
望
を
十

分
配
慮
す

る
と
と
も

に
さ
ら
に
検

討
を
深

め
て
、
第

二
学
期
以
降

の

運
営

に
生
か
す
よ
う
努
力

し
た

い
。
最
後

に
本

講
座
実
施

に
当

っ
て
ご
協
力

下
さ
れ

た
方

々
、

な
ら
び

に
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
て
下

さ

っ
た

会
員
各
位

に
、
厚
く
お
礼
申

し
あ
げ

ま
す
。

(
小
川

巌
)

・
事

務
局
か

ら

・

本
年
度
会
費
納

入
に

つ
い
て
、
前
会
誌

と
同
封
に
て
請
求
書

、
振
替
用
紙
を

お
送

り

い
た
し
ま
し
た
。
お
忘
れ

の
方

は
、
お

早
く
納

入
く
だ
さ
る
よ
う

お
願

い
申
し
あ

げ
ま
す
。

ロ
編
集
後
記

ロ

八
月
八
日
、
九
日
の
二
日
間
、
札
幌

で
第
六

回
全
国
自
然
保
護

連
合
大
会
が
開
催
さ
れ
た

こ

と
は
、
会
報
あ

る
い
は
新
聞
報
道

な
ど
を
通
じ

て
、
大
部
分

の
会
員

が
知

っ
て
お
ら
れ

る
こ
と

と
思
う
。
遠

く
は
九
州
、

四
国

か
ら

の
参
加
者

も
含

め
、
三
百
人
以
上
の
出

席
者
が
あ

っ
た
と

い
う
だ
け
あ

っ
て
、
予
想

以
上
の
盛
り
上
が
り

を

み
せ
た
大
会

に
な

っ
た
。

こ
の
大
会

の
主
管

団
体
で
あ

る
北
海
道
自
然

保
護
団
体
連
合
か
ら
大
会

の
全
日
程
を
網
羅
し

た
詳
細
な
報
告
集

が
、
年
内

に
は
刊
行
さ
れ

る

と
聞

い
て

い
る
。
第

三
回
の
出

羽
三
山
大
会
を

除

い
て
は
、
.全
国
大
会

に
関

す
る
ま
と
ま

っ
た

報
告
が
な
く
、
そ

の
場
限
り

の
大
会

に
終

っ
て

し
ま

っ
て
い
る
感
じ
は
否
定

で
き

な
い
。

記
録

の
積

み
重
ね
が
運
動
を
質
的

に
高

め
る

う
え

で
果
た
す
役
割
は
大
き

い
だ
け

に
、
貴
重

な
資
料

と
な

っ
て
今
後

の
運
動
に
資
す

る
に
違

い
あ

る
ま
い
。
規
模
は
ず

っ
と
小
さ
い
が
、

こ

の
会
報
も
同
じ
よ
う
な
役
割

を
担

っ
て
い
る
。

そ
し
て
自
然
保
護

の
議
論

が
、

こ
の
よ
う

な
記

録
性

の
う
え

に
立

っ
て
活

発

に
な
さ
れ

る
こ
と

を
期
待
し
た

い
。
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